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学校教育目標 校訓「自己を高めよう」をめざし、知、徳、体の調和のとれた人間性豊かな生徒を育てる 使 命 自立した大人になるための基礎づくり

経営理念
「将来を見据え、今の自分を作り上げていく生徒」 「南中文化の向上」

めざす生徒像 ・真剣に学び合う生徒 ・けじめのある行動をする生徒 ・自らの心と体を鍛える生徒 経営展望 学校に協力的な南中学校区の地域文化を基盤に、生徒の将来の自立に向
け価値のある生徒文化と教師文化の質の向上を目指す。

評価計画（中期経営目標を設定して９年目）【新規☆５年目】

「経営展望（中期経営目標ａ･ｂ･ｃ･ｄ）」と「今年度、特に重点的に取り組むこと（☆）」 ／ 「実現に向けての現状（進捗状況）（◇）」と「今年度の位置づけ（◆）」

ａ 授業力向上 ｂ 学級経営力向上 ☆特別な支援を要する生徒・不登校 ｃ 集団の中で、課題を発見し解決 ｄ まちづくりへの協働・貢献 ☆多忙化解消の推進
生徒に対する指導体制の充実 する力をつけさせる指導力の向上

◇主題研究の３部会が機能し、教員 ◇「級訓を核にした学級づくり」や ◇日本語指導教室、通級教室、不登 ◇生徒の自主性、主体性を尊重し、 ◇「南中学校協力者会議」を立ち上 ◇時間外勤務月４５時間以内の実現
同士の「学び合い」が日常的に行 リーダーとフォロワーの役割とい 校適応教室において、さまざまな 生徒自身の手で課題の発見、解決 げたことにより、学校を支援して に向けて、職員への意識付けを図
われている。特に、ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末が う意識は、教師・生徒ともに育っ 困り感をもつ生徒への指導･支援 に向けて活動させようという教員 いただく組織、団体につながりが っている。人的措置がないまま、
積極的に活用され、授業方法や内 てきている。年間を通して級訓の の体制が充実しつつある。利用す の意識は高い。生徒会や室長会な 生まれ、今まで以上に幅の広い活 個々の職員の業務量を削減するこ
容に多様性が見られるようになっ 実現という視点での指導が見られ る生徒の満足度も高く、指導の効 どの活動において成果が見られ 動を展開する素地が形成された。 とには限界がある。
ている。 るようになってきた。 果を上げている。 る。 ◇一人一台のタブレット端末が貸与 ◇業務削減については、管理職から

◇公開授業を通じて「授業だより」 ◇個々の生徒や学級の特性にまで目 ◇担当する教員の専門性や複数の教 ◇一年間、あるいは三年間を通して されたことにより、これまでにな 示されたものは浸透しており、積
（教員向け）や「窓」（生徒向け） を向けた上で、リーダーやフォロ 員が担当する場合、指導の一貫性 生徒を指導していくという意識に い方法、内容での学校から家庭へ 極的に年休取得をしようとする意
を発行することで、執筆者の授業 ワーの指導や支援が成されること という点に弱さがある。 やや弱さが見られる。系統的な指 の情報発信や家庭との情報共有が 識が育っている。
を分析する力の伸長、教員と生徒 で、学級らしさが前面に出た活動 導を展開することで一層の成果が なされている。 ◆業務内容についての見直しをいっ
が目指す「学びの姿」を共有する の展開が期待できる。 ◆研修の充実により、専門的な知識 期待できる。 そう進め、不要なものについては
ことにつながっている。 やスキルを持った教員の育成と個 ◆リーダー研修に代わる取組を模索 ◆コロナ禍の終息を見通し、従来の さらに削減する。

◆コロナ禍の終息を見通し、行事へ 々の教員の指導力向上を図る。 する一年とする。 地域との協働的な活動に加えて、 ◆年休の取得促進を図るため、長期
◆研究委嘱３年目にあたる今年度は、 の取組と日常の学級諸活動を関連 ◆教員の特性、および能力を踏まえ ◆生徒会、室長会の活動を通じて培 生徒の自発的な活動を促す取組を 休業中や定期テスト実施日に計画
研究発表に向けて部会を軸に取組 付け、一年間を通した学級経営を た適材適所の配置により、指導体 われた生徒の力、教員の指導力を 再スタートさせる。 的に取得できるシステムを定着さ
を進め、協議を通して個々の教員 展開する。また、一人一人の個性 制をより実効性の高いものへと転 発揮する一年とする。 ◆目的に応じて媒体を使い分け、よ せる。
の授業力向上を図る。 を踏まえたうえで、それが十分に 換していく。 り効果的な情報発信を行う。また、◆多忙の現状を周知し、地域団体や

生かされるような実践を積み重ね 家庭と学校の双方向の情報のやり ＰＴＡに積極的に業務を依頼して
ていく。 とりを充実させる一年とする。 いく。

学校経営の軸、および今年度、特に重点的に取り組むことに対する考え方

ａ 教師の授業力 ｂ 学級経営力 ☆特別な支援を要する生徒・不登校 ｃ 集団の中で、課題を発見し解決 ｄ まちづくりへの協働・貢献 ☆多忙化解消
生徒に対する指導 する力をつけさせる指導

・授業は学校の教育活動の中心であ ・学級は教育活動を実施していく上 ・集団の中で「一番弱い存在に視点 ・集団が活動を進める上で課題は必 ・地域社会の一員として中学生がで ・多忙化解消は、教職員にとって喫
る。授業力を向上させることは、 での母体である。生徒の社会性を を置いた指導」は、すべての生徒 ず存在する。課題の解決が図られ きることは多い。しかし、学校・ 緊の課題となっている。ライフア
学校全体の最重要課題である。研 育む上でも、学級における諸活動 にとっても有用である。こうした ることによって集団は前進し、成 生徒の側にも地域の側にも両者が ンドワークバランスを保つこと
究発表に向けてのこれまでの取組 は大きな意味がある。集団として 姿勢で生徒に向き合うことは、教 長する。将来、社会に出てさまざ 協働した活動のあり方については は、ひいては健全な学校運営につ
を通して、個々の教員の授業力は 共通の目標の達成を目指すなか 師の指導力向上につながる。個々 まな集団に属することになる生徒 模索が続いている。これは、活動 ながることを教職員に周知徹底し
確実に向上してきた。研究発表を で、自己の有用感や肯定感、他者 の生徒の困り感に寄り添い、支え にとって、課題発見、仲間と共に の単位が全校、学年、学級といっ ていく必要がある。教職員の働く
核に、これまで培ってきた力を個 を認めることの大切さを理解する ることができる教師の実践を広げ 課題解決する力は必要不可欠であ た比較的大きなものであったこと 意欲を尊重しつつ、過度の負担や
々の教員として、組織として存分 ことは、生徒の成長につながると ていく必要がある。 る。学校においては、意図的に課 に起因している。従来の取組に加 無駄を省いていくことは管理職の
に発揮できるようにする。 ともに生涯にわたる生きる力を育 ・特別支援学級、日本語指導教室、 題が生じる場を設定し、試行錯誤 えて、部活動などの小集団や個人 務めである。業務の見直しと削減

・目指すべき「学びの姿」を教員と むことにもなる。集団と個を適切 通級教室、適応指導教室には主担 しながら解決する経験をせてい といった単位で活動も考えていく に引き続き取り組むとともに、業
生徒が共有することは、授業改善 に見取り、生かす力を教員がつけ 当となる教員を配置するが、すべ く。順位や成績にとらわれること 必要がある。 務改善につながるＩＣＴの導入・
の大きな力となる。目指す姿を常 ることが必要である。 ての教員が支援者であるという自 なく、生徒が成就感、達成感を得 ・地域で活動するさまざまな組織・ 活用を進めていく。
に意識、確認しながら日々の授業 ・学級集団を成長させていくために 覚を持って指導にあたる。そのた られるように、教師はファシリテ 団体と連携することが必要であ ・予算措置がなされれば、多忙化解
を進めていくことで、「南中学校 は、長期的な視野に立って指導す めに情報共有、共通理解を図る場 ーターとしての役割を演じる必要 る。学校と相互に情報をやりとり 消につながる業務の削減が可能で
らしさ」のあふれる授業を作り上 る必要がある。生徒と目標を共有 を設定する。さらには、個々の教 がある。リーダー研修会を通じて できるようにすることで、生徒が ある。削減できる業務の内容と量
げていく。 しながら計画、実行、振り返り、 員の適性や個性を発揮できるよう 培った、集団を指導するためのノ 活躍できる機会をとらえ、場を提 を具体的に示し、学校関連予算の

目標の再設定を繰り返していくサ に組織運営を行っていく。 ウハウを適切に活用できるよう教 供していく。 充実を求めていく必要がある。
イクルを意識した指導を行う。 員に働きかけていく。


